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5万人突破 ,翌』！ 一ー  
資料館の入館者 

三
十
六
回
目
の
桜
桃
忌
 

太
宰
を
偲
び
三
百
人
 

金
木
町

の
生
ん
だ

作
家
・
太

宰
治
が

玉
川
上

水
で

入
水
自
殺
し

た
の
が

昭
和
一
一

十
三

年
。

命

日
の
六

月
十
九

日
、

関
係
者
や

太
宰
フ
ァ

ン
が
集

り
三
＋

六
回

目
の

桜
桃

忌
が

催
さ
れ

ま
し

た
。
 

こ
の
H
は
あ
い
に
く
小
雨
交
じ
 
発
起
人
の
高
橋
彰
一
さ
ん

〈
津
 
き
ま
し
た
。
 

り
の
空
模
様
で
し
た
が
、
午
後
 
軽
書
房
社
長
）
を
は
じ
め
、
太
 

故
人
が
好
き
だ
っ
た
サ
ク
ラ
 

ー
時
には
、
芦
野
公
園
文
学
碑
 

宰
文
学
フ
ァ
ン
ら
約
三
百
人
が
 
ン
ボ
を
供
え
た
碑
に
、
園
子
さ

前
に
、
長
女
の
津
島
園
子
さ
ん
、
 集
ま
り
昨
年
よ
り
長
い
列
が
で
つ
ん
を
先
頭
に
次
々
献
花
、
お
酒
 

Q
.I
 

筆
覗
一一

 r

●
、
 ー
心？
、
，
 
偲
び
む
したo
 

《
鵬
舞
 
一
 

‘
、
 

、
 
層
ー

睦
T

同
け
る
叫
ど
し
て
太
宰
を
 

午
後
二
時
か
ら
は
、
中
央
公

民
館
で
「
太
宰
治
論
」
や
「
現

代
作
家
論
」
な
ど
の
著
書
で
知

ら
れ
る
文
芸
評
論
家
・
奥
野
健

男
氏
を
招
き
「
太
宰
治
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
開

か
れ
、
約
二
百
人
が
熱
心
に
聴

講
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
生
家
「斜
陽
館
」
 

に
場
所
を
移
し
、懇
談
会
が
開

か
れ
故
人
の
友
人
、
知
人
ら
が

白
己
紹
介
を
兼
ね
て
太
宰
の
思

い
出
な
ど
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
桜
桃
忌
も
含
め
参
加

者
は
、年
毎
に
増
え
、太
宰
文
学

の
根
強
い
人
気
が伺
わ
れ
ま
し

た
。
 

五
万
人
目
の
来
館
者
は
、
福

井
県
福
井
市
在
住
の
江
前
秀
夫

さ
ん
（
5
3歳
）
で
奥
さ
ん
の
千

代
子
さ
ん
と
東
北
気
ま
ま
旅
行

の
途
中
金
木
町
を
訪
れ
た
も
の

で
、
資
料
館
に
立
寄
っ
た
江
前

さ
ん
は
、
思
い
が
け
な
い
贈
り

物
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
 

同
資
料
館
は
、
芦
野
公
園
の

一
郭
に
昭
和
五
十
三
年
ハ
月
に

オ
ー
プ
ン
以
来
、
五
十
四
年
八

月
に
一
万
人
、五
十
六
年
十
一

月
に
三
万
人
と
着
実
に
入
館
者

が
増
え
、
今
年
で
五
万
人
を
突

破
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、
さ

ら
に
多
く
の
人
館
を
待
ち
望
ん

で
い
ま
す
。
 

碍
、×
 
嚇
終

、《
、
旨
（
り
 

、
，
 
・
 

ー
 
、
い
，
喝
“

2
い

【
 

（
 

・
ト
奮
」
喝
W
 

r
馴
願
。
ざ
 

‘
 
．

す

i

も

旦
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 噌

 

作家・太宰治の遺品などを展示している町立歴史民俗資

料館の人館者が去る 6 月24Hに 5 万人を数え、町ではこれ

を記念して来館者に感謝状と記念品を贈りました。 

ー夏の防犯連動実施中（%～舶― 



金木だよ‘J （第219号〉 

金
木
農
協
で

生
産
者
 

!
‘
・
、
 
大
会
 

百 
姓 

町
営
牧
場
は
 

肉
用
牛
組
合
で
管
 

金
木
八
幡
宮
 

四
百
五
十
年
大

祭
 

六
月
十
八
日
、
金
木
八
幡
宮
 
十
年
、

名
工
堀
江
佐
吉
の
手
に
 

（
笹木
昭
治
宮
司
）
で
勧
請
四
 

よ
り
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

百
五
十
年
の
記
念
大
祭
が
催
さ
 

大
祭
は
、
午
前
十
時
に
無
形

れ
ま
し
た
。
 

文
化
財
の
荒
馬
な
ど
を
交
え
た

八
幡
造
り
の
同
宮
は
町
内
で
 

町
内
行
列
を
行
っ
た
あ
と
、
午

唯
一
の
宮
司
を
も
つ
由
緒
あ
る
 
隆
一
時

か
ら
総
代
、
参
拝
者
ら

神
社
で
、
怨
敵
退
散
の
祈
願
所
』
礼約
百
五

十
人
が
参
列
、
同
境

と
し
て
大
、
氷
年
問
（
一
五
三
。
 一
 
でお
ご
そ
か
に
瞳
さ
れ
ま
し

年
代
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
 
た
？

十
一
人
の
宮
司
は
、
身
を

伝
承
さ
れ
、
現
在
の
笹
木
昭
治
 

清
め
で
膜
神
の
磯
を
終
え
る
と
、
 

宮
司
は
十
七
代
目
に
当
り
、
四
 
次

々
に
祝
詞
を
奏
上
、
参
列
者
 

結
集
し
て
要
求
米
価
を
貫
徹
し

よ
う
ー
。
と
開
い
た
も
の
で
テ
 

ー
マ
を
変
え
今
年
で
四
回
目
。
 

「協
同
」
と
書
か
れ
た
ハ
チ

マ
キ
を
締
め
、
窮
迫
し
て
い
る

農
業
事
情
を
察
知
し
た
参
加
者

は
、
中
谷
藤
太
郎
組
合
長
の
あ

い
さ
つ
や
県
農
協
中
央
会
の
情

勢
報
告
を
真
剣
に
受
け
と
め
、
 

原
m
キ
ナ
さ
ん
ら
六
人
の
代
表

が
、
 「米
穀
の
需
給
政
策
改
善

に
関
す
る
要
諮
」
な
ど
六
つ
の

決
議
案
を
朗
読
す
る
と
、
万
場
 

百
五
十
年
の
古
い
歴
史
を
も
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
時
代

の
大
火
で
神
殿
は
、
大
蔵
手
植

え
の
松
と
巨
木
の
大
銀
杏
と
共

に
焼
失
し
ま
し
た
が
、
明
治
四
 
 の

拍
手
で
承
認
決
議
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
来
賓
の
古
川
竹

夫
町
長
ら
が
 
「団
結
こ
そ
が
物

事
を
動
か
す
原
動
力
。
意
志
統

一
を
図
り
実
の
あ
る
米
価
を
勝

ち
と
っ
て
く
だ
さ
い
。」
な
どと

激
励
し
ま
し
た
。
 

要
求
米
価
の
貫
徹
を
は
じ
め

輸
入
米
の
反
対
、り
ん
ご
、野
菜
、
 

畜
産
の
振
興
、
さ
ら
に
農
家
経

済
の
復
興
を
目
標
に
“
ガ
ン
バ

ロ
ー

ー
を
三
唱
し
て
約
二
時
間

の
大
会
を
終
え
ま
し
た
。
 

も
か
し
わ
手
を
打
ち
、
神
殿
に

額
い
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
神
楽
が
奉
納
さ
れ

る
な
ど
、
終
日
境
内
は
平
安
時

代
を
思
わ
せ
る
雰
囲
気
で
し
た
。
 

自
分
た
ち
の
牛
は
自
分
た
ち

が
飼
育
し
よ
う
ー
と
、
さ
る
七

月
一
日
、
町
と
町
肉
用
牛
組
合
 

（石
戸
谷
秀
雄
組
合
長
）
と
の

間
で
、
町
営
模
範
牧
場
の
管
理

業
務
委
託
契
約
が
取
り
交
わ
さ

れ
、
牧
場
は
同
組
合
が
管
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

同
牧
場
は
、
さ
る
五
十
二
年
、
 

小
田
川
山
国
有
林
を
借
受
け
四

億
円
の
小
業
費
を
投
入
し
八
十

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
地
を
造
成

し
た
も
の
で
、
肉
用
黒
毛
和
種
 
 

の
繁
殖
牛
を
放
牧
し
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
百
三
十
三
頭
が
放
牧

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
組
合
員
が

交
代
で
牛
の
飼
育
管
理
、
放
牧

地
や
採
草
地
の
管
理
保
全
な
ど

の
業
務
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
o
 

契
約
期
間
は
来
年
三
月
末
ま
で

で
す
が
、
今
後
、
長
期
委
託
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
戸
谷

組
合
長
は
「
不
安
な
面
も
あ
る

が
、
自
分
た
ち
の
牛
を
飼
育
す

る
の
で
成
長
が
楽
し
み
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

「国
民
の
食
糧
と
農
業
を
守

る
生
産
者
大
会
一
が
、
さ
る
六

月
二
十
日
午
後
七
時
か
ら
金
木

農
協
会
議
室
で
開

か
れ
、
組

合
員
ら
約
二
百
人
が
 
「要
求
米
 

価
を
勝
ち
と
ろ
う
ノ
亡
と
気
勢

を
上
げ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
同
農
協
が
、
国
の

農
業
政
策
と
、
農
業
事
情
を
参

加
者
に
報
告
し
、
 
“怒
り
〉
を
 

一％は、町県民税第2期納期限です。一 



(3） 金木だよ‘) （第219号） 

優勝した金木Bチーム 

今由吉さんのスティックさばき 

第 1 回町民マラソン大会 
88人が全員完走 

金
木

B
チ
ー
ム
優

為
 

北
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

第

一
回
シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
北
郡
選
手
権
大

会
が
、
六
月
ニ
十
九
日
、
川
倉
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
 

で
開
催
さ
れ
、

金
木
B
チ

ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。
 

こ
の
大
会
は
、
北
津
軽
郡
社
 

次
々
と
ゲ
ー
ト
を
通
過
、
相
手

会
福
祉
協
議
会
（
花田
一
会
長
）
 
ボ
ー
ル
に
タ
ッ
チ
さ
せ
ス
バ

ー
 

が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
 
ク

打
撃
を
す
る
な
ど
試
合
中

親
睦
を
深
め
、
健
康
増
進
に
役
 

の
三
十
分
間
は
、
緊
張
の
連
続
。
 

立
て
て
も
ら
お
う
ー
。
と
主
催
 

応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。
 

し
た
も
の
で
、
北
郡
六
町
村
十
 

決
勝
は
金
木
B
チ

ー
ム
（
三

ニ
チ

ー
ム
百
ニ
十
人
が
参
加
し
 

浦
禅
雄
監
督
）
と
板
柳
A
チ

ー
 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ム
（
木
村
清
光
監
督
）
の
間
で

試
合
は
、
開
会
式
の
あ
と
午
 
競
わ
れ
、

1
7対
1
1で
金
木
B
チ

前
十
時
か
ら
開
始
さ
れ
、
ス
テ
 

ー
ム
が
優
勝
。
大
カ
ッ
プ

（
花

ィ
ッ
ク
さ
ば
き
も
あ
ざ
や
か
に
 

田
一
会
長
寄
贈
）
を
手
に
し
ま
 
 

し
た
。
 

ま
た
、
お
昼
に
は
連
合
婦
人

会
ゃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
準

備
し
て
く
れ
た
豚
汁
と
お
に
ぎ

り
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

午
後
二
時
の
閉
会
式
で
、
花

田
会
長
は
 
「毎
年
二
回
く
ら
い

実
施
し
老
人
の
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
し
参
加
選
手
達
の
拍
手
を

あ
び
て
い
ま
し
た
。
 

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

▽
優
勝
 
金
木
B
チ

ー
ム
 

監
督
 
三
浦
 
禅
雄
 

選
手
 
今
由
吉
、
今
其
次
、
 

小
野
忠
雄
、桜
庭
貞
三
、今
ト
シ

▽
第
二
位
 
板
柳
A
チ

ー
ム

▽
第
三
位
  
中
里
A
チ

ー
ム

▽
第
四
位
 
中
里
B
チ
ー
ム

健
康
増
進
と

体
力
づ
く
り
に
 

ー
と
、
第
】
回

金
木
町
民
防
犯

健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
、
さ
る

七
月
八
日
金
木

高
校
グ
ラ
ン
ド

を
出
発
点
に
開

催
さ
れ
、
参
加

者
は
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま

し
た
。
 

金
木
町
体
育
 
 協

会

（
原田
一
実
会
長
）
と
町

教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
開
か

れ
た
こ
の
大
会
は
、
金
高
グ
ラ

ン
ド
ー
大
東
ケ
丘
間
の
往
復
コ
 

ー
ス
で
行
わ
れ
、
八
十
八
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
微
風
、
曇
り
空

で
気
温
が
十
九
度
と
、
絶
好
の

マ
ラ
ソ
ン
日
和
り
と
な
り
、
参

加
者
は
、
思
い
思
い
の
フ
ォ

ー
 

ム
で
H
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
全
員
完
走
。
ゴ
ー
ル
で

は
盛
ん
な
拍
F
で
迎
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

．
般
男
f
六
キ
ロ
に
出
場
し

た
参
加
者
最
年
艮
の
工
藤
勇
蔵

さ
ん
（
5
6歳
・
金
木
）
は
、「ま
だ

六
キ
ロ
位
は
走
れ
る
と
い
う
白

信
が
つ
い
た
．今
n
は
、久
し
ぷ

り
に
す
っ
き
り
し
た
汗
を
か
き
 
 気

分
は
最
高
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

ま
た
こ
の
大
会
は
十
月
に
行

わ
れ
る
む
つ
湾
駅
伝
大
会
の
選

手
選
考
会
も
兼
ね
て
お
り
九
月

頃
に
第
二
回
目
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
 

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。
 

▽
女
f
三
キ
ロ
 

ー
位
 
前
田
F
佳
f

（
金中
）
 

ニ
位
 
山
中
真
理
子

（
南中
）
 

三
位
 
藤
本
 
佳
子

（
金中
）
 

▽
中
学
男
子
四
キ
ロ
 

位
 
原
田
 
博
嗣
（
南
中
）
 

二
位
 
外
崎
 
裕
治

（
金中
）
 

．・瓦
 
斉
藤
 
真
樹

（
金中
）
 

▽
一
般
男
子
六
キ
ロ
 

ー
位
 
秋
谷
 
友
行
（
金
高
）
 

．
一位
 
菊
地
 
勝
利
（
朝
口
町
）
 

三
位
 
鎌
川
 
健
嗣
（
金
高
）
 
 

ガ

ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

の
 

日
曜
営
業
案

内
 

▽
8
月
1
9H

一第
3
H
曜
H
)
 

三
L
石
油
 
5
21
2
3
7
0
 

▽
8
月
2
6H

（
第4
日
曜
旦

吉
万
石
油
 
5
31
2
5
3
4
 

※
8
月
第
1
・
第
2
は
平
常
通

り
営
業
。
 

竹
内
氏
に
 

国
保
連
合
会
長
賞
 

七
月
三
日
、
第
七
十
七
回
青

森
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会

（
秋山
皐
二
郎
会
長
）
の
通

常
総
会
が
青
森
市
で
開
か
れ
、
 

昭
和
五
十
九
年
度
国
保
述
営
委

員
の
部
で
金
木
町
か
ら
、
竹
内

武
六
氏
が
会
畏
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
 

竹
内
氏
は
、
五
期
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
白
治

の
振
興
に
貢
献
す
る
か
た
わ
ら
．
 

今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
国
保
運

営
委
員
を
長
年
務
め
．
国
民
健

康
保
険
事
業
の
発
展
に
尽
さ
れ

ま
し
た
。
 

集
 

募
 

7
,
 

衛
 

自
 

一
 



山
中
 
明
彦
 
林
‘
 嘉
 
瀬

L
見
美
子

金
右
衛
門
五

所
市
 

(
 

、 

6 月30口現在 前月比 

ヤ
ョ
 
．
9
1」
喜
良
市
 

キ
ミ
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武豊
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女 

訪
間
販
売
に
気
を
つ
け

よ
う

総
合
移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

戸
籍
の
窓
 
（
織
猫
蔀
証
鶏

六

月
 
（
雛
織
野
翫
叛
 

お
め
で
と
う
 
（
繍

磐

鍵

績
明
 

美 

今
年
度
第

一
回
目
の
総
合
移

動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
六

月
一
．十
二
口
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
移
動
生
活

セ
ン
タ
ー
は
、
 

か
し
こ
い
消
費
者
と
な
っ
て
、
 

毎
日
の
生
活
に
少
し
で
も
役
立

っ
て
も
ら
お
う
と
県
の
消
費
生

活
セ
ン
タ

ー
と
町
が
共
仙
し
て

開
い
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
午
後
一
時
か
ら
参
加

し
た
約
四
十
人
の
町
逮
合
婦
人

会
員
ら
は
 
「訪
問
販
売
」
 
の
映

画
を
見
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
を
知
り
、
講
師
の
具
体
的

な
説
明
を
聞
く
な
ど
、
消
費
生
 

五
十
九
年
度
水
稲
育
苗

コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
さ
る
六
月

ニ
十
八
n

、
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、
最
優
秀
賞
の
川
中
賢
．
,
.
 

さ
ん

（
蒔田
）
ら
二
十
五
人
を

表
彰
し
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
育
苗

技
術
が
優
れ
た
農
家
を
選
抜
表

彰
し
、
そ
の
技
術
内
容
を
公
表

す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
米
質
向
 
 

活
の
知
識
や
訪
問
販
売
等
に
関

す
る
法
律
を
勉
強
し
ま
し
た
。
 

こ
の
催
し
は
九
月
中
旬
に
テ
 

ー
マ
を
変
え
て
第
一
一回
目
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と

は
、
消
費
者
が
訪
問
販
売
な
ど

で
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
巧
み
な
言

葉
に
影
響
さ
れ
て
、
つ
い
契
約

や
巾
し
込
み
を
し
た
場
合
、
代

金
の
支
払
が
完
了
し
て
な
く
、
 

か
つ
、
契
約
し
た
口
か
ら
四
日

以
内
で
あ
れ
ば
撤
回
で
き
る
制

度
で
す
。
 た
だ
し
消
粍
商
品
を

使
っ
た
場
合
は
除
外
さ
れ
ま
す
。
 

L
と
農
家
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
町
産
業
振
興
会
議
が
主
催

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
 

今
年
は
百
六
ト
人
が
参
加
、
 

金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
所
や

農
協
な
ど
の
職
員
ら
が
審
査
員

と
な
り
．
苗
代
で
の
育
苗
状
況

や
苗
の
分
解
調
査
な
ど
を
慎
重

に
行
っ
た
結
果
、
次
の
方
々
が
 
 

人
賞
し
ま
し
た
。
 

▽
最
優
秀
賞
 
川
中
賢
．
二

▽
優
秀

賞
 
松
尾
正

一
郎
、
 

古
川
登
志
一
、
佐
藤
欣
蔵

▽
優

良
賞
 
前

田
芳
信
、
 

白
川
峰
雄
、
川
目
良
．
．
葛
酉

倉
光
、
長
尾
憲
康
 

▽
奨
励
賞
 
徳

m
重
夫
、
 

川

1
1隆
、
成
m
昭
則
、
r
藤
栄
 

．
棟
方
午
之
助
、
原
m
清
治
 

町
内
に
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
を
ー
。
と
金
木
町
内
の
愛
宕

神
社
、
野
宮
雄
遺
講
中
代
表
）
 

境
内
が
改
造
整
備
さ
れ
．
安
全

な
遊
び
場
と
し
て
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。
 

つ
い
最
近
ま
で
、
広
場
や
野

原
，
川
を
対
象
に
遊
び
回
っ
て

い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
広
場
は

宅
地
化
．
野
原
は
遠
い
．
川
は

危
い
と
い
っ
た
具
合
に
，
F
足

を
ま
っ
黒
に
し
て
遊
ぷ
場
所
が

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
中
で
、
米
町
と
小

川
町
の
有
志
が
集
ま
り
、
こ
の

ほ
ど
，
プ
ラ
ン
コ
ゃ
砂
場
．
桜

の
苗
木
を
植
え
る
な
ど
、
き
れ

い
に
整
備
し
、
r
ど
も
た
ち
に

喜
ぱ
1
1て
い
ま
す
。
 

ま
た
．
こ
の
愛
宕
神
社
は
、
 

昭
和
初
町
、
隣
り
の
南
台
寺
境
 
 

秋
元
栄
蔵
、

三
潟
正
芳
、
中
谷

不
．
．古
．
中
谷
肇
 

▽
努

力

賞
 
泉
谷
久
友
、
 

秋
元
直
衛
、
徳
田
雄
治
、
白
川

広
正
、
中
谷
兼
行
、
古
田
清
一

郎
，
工
藤
兼
四
郎
、
前
川
正
光

坂
本
秀
四
郎
、
木
ド
実
、
L
藤

只
直
．
田
中
重
隆
，
古
m
賢
．
 

中
谷
九
，
白
川
兼
澄
、
増
川
義
 

内
ま
で
桟
敷

（
観
客
席
J
が
組

ま
れ
相
撲
大
会
や
力
だ
め
し
、
 

歌
会
で
賑
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

相
撲
は
イ
ゲ
こ
と
藤
の
里
、
不

動
山
、
白
川
与
助
の
ち
に
全
国

大
会
四
連
覇
二
 
力
だ
め
し
は
、
 

神
原
の
チ
ョ
ー
ダ
 
二．
・L
長
太

郎
）
と
称
し
．.．俵
か

つ
ぎ
が
有

名
で
．
県
下
各
地
か
ら
力
白
慢

が
染
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
最
近

は
、
昔
の
面
影
も
な
く
荒
放
題

に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
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お
し
あ
わ
せ
に
 

、
須
崎
 
秀
固
・
、
梅
太
郎
）
嘉
 
瀬
 

〈
笹
原
 
浩
子

（
正
己）
熊
本
県
 

翁
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響
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（第219号） 	 金木だよ り （4) 

―情報をお寄せください。企画室― 

最
優
秀
賞
に
田
中
賢
三
氏
 

今
年
度
水
稲
育
苗
コ
ン
ク
ー
ル
 

町

内

散

歩
  

愛

宕
神
社
 

、  

はじめまして

勝彦ちゃん 

嘉瀬小松勝春長男 

S 月2711生まれ 	【 

体重 3.505グラム 1 
~ ~， 	ーI 
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